
性と性感染症に関する研修会

岡山における
AIDS/性感染症の現状と対策

2005.5.18.
岡山市保健所
中瀬克己
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患者 17名
感染者 20名 54％
全国では67％が感染者で発見

2005.3.現在



岡山県 2000-2005.3. 累計

エイズ患者 ＨＩＶ感染者

男 女 計 男 女 計

２０歳代 1 1 7 7

３０歳代 7 2 9 6 6

４０歳代 2 2 2 2

５０歳以上 3 3 0

合計 13 2 15 15 0 15

年齢別

• 感染地域
– 国内 24名

– 海外 3名
（患者2、感染者１）

– 不明３（患者３）



全国でも大部分が国内で感染
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岡山県 経路別2000-05.3累計
感染者で同性間、患者は不明が多い
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異性間の感染では発見が遅れがち？



男性

日本国籍HIV感染者の
感染経路別年次推移

女性

同性間の性的接触



岡山県 年齢別 2000-05.3累計

感染者がより若年 40歳以上も
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急増する近畿

引き続き中心で
ある東京



HIV の空間的拡散(1990-2011)
報告HIV感染者数 日本人

立命館大学 中谷

階層的拡散
人口の密から疎な地域へ

伝染的拡散 周辺地域へ



幅広い年代＆若年世代へのシフト幅広い年代＆若年世代へのシフト

< アジアの共通性 >
男性における買春
経験の多さ

< 西欧風の変化 >
若年層における性
行動の早期・活発化

日本人男性異性間

日本人男性同性間

日本人女性

立命館大学 中谷





感染率の地域差感染率の地域差, 1999, 1999--20012001
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当該地域の新規 HIV報告数 (15-39歳)
当該地域人口 (15-39歳) 立命館大学 中谷

男性 異性間 国内感染

男性 異性間 海外感染

男性 同性間 国内感染

女性 国内感染



今後のＨＩＶ感染世界的流行の予想図

北アメリカ
西ヨーロッパ

オセアニアの位置

高リスク行動による波

同性間性行為・薬物静注

日本の位置

低リスク行動による波
異性間感染

２１世紀中頃の
ピークへ

全体

新
た
な
Ｈ
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Ｖ
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岡山で
• HIV感染者・患者が増えてきた
• 外国人、結核合併、妊婦など複合する問題が身近
になった

• 岡山HIV診療ネットワーク、県カウンセリング派
遣制度、予防活動など資源がある

日本で
• HIV感染は東京中心から地方都市に拡大
• エイズ医療の進歩はめざましく、死亡・入院は激
減したが、発症後発見が依然多い。

• エイズへの関心は低く、患者自身さえ低いと医師
は心配している



トピックス

• 2000年以降人工授精によるHIV感染父
からの出産 27名
– 体制の整った3大学では19名出産未感染
– ウイルス除去不十分で感染例あり。未妊娠

• 接触者への働きかけ contact tracing
– 患者が伝える 検査説明カード、紹介カード

– 専門職が伝える DV/虐待などでは同意無
しでも可



HIV感染妊婦より出生した児



エイズ予防指針見直し検討会
平成17年2月21日

検査・相談体制について
迅速検査11%、夜間検査50%、休日検査21%
体制整備の遅れとの認識

• 検査結果を速やかに医療機関につなげるシス
テム整備

• 利便性の高い保健所外検査の導入
• ミニマルサービスを担う保健所が検査・相談
機能を果たしているかの検証

• 既存施設の活用を検討した上での多様化（地
域にあった活性化）

• 普及啓発上の工夫、学校の取り組みの充実



ＨＩＶ検査は６万件で頭打ちＨＩＶ検査は６万件で頭打ち
保健所等での発見保健所等での発見210210、献血、献血8787

HIV感染者・患者報告は増加を続けている。
献血陽性率は上昇を続けているが保健所における検査数は
頭打ちである。

自発的HIV検査
米国CDC提供 年200万件

HIV検査受検歴あり
岡山 9% 2001年
米国４６％（1年内28%）
自らの感染を知っている人

日本 1/6と推定2003 
米国 70%(2001)→95%
（2005）
MMWR2003,540-545
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保健所等 無料匿名検査
HIV即日検査・相談導入自治体

平成16年12月現在

保健所等 無料匿名検査
HIV即日検査・相談導入自治体

平成16年12月現在

北海道（道立保健所）
旭川市、函館市

秋田県、秋田市

大分市

佐賀県

鳥取県

長野市

江戸川区

栃木県（県南保健所）

名古屋日曜検査

大阪日曜検査

滋賀県

HIV検査体制の構築に関する研究班 調べ

保健所４０ヶ所
（全国保健所数583ヶ所
中）

特別検査所3ヶ
所

（設置11都道府県中）



東京： 北新宿同仁斎
メディカルクリニック
（STDクリニック）

赤枝六本木診療所
（産婦人科）

尾関皮膚泌尿器科
（STDクリニック）

印 計画中 印 実施中

HIV抗体迅速検査の導入HIV抗体迅速検査の導入

神奈川： 宮本町中央診療所
（STDクリニック）
小林国際クリニック
（外国人クリニック）

大阪： 大國診療所
（STDクリニック）
大里診療所
（STDクリニック）

福岡

－民間クリニックとの連携－－民間クリニックとの連携－

広島

愛知

札幌： 岩澤クリニック
（STDクリニック）

吉尾産婦人科医院

京都： 保科医院
（産婦人科）

沖縄
上村病院

岡山： ｳｲﾒﾝｽ
ﾞクリニックか
みむら

民間12件＋北海道（26保健所）
＋秋田県（4保健所）＋佐賀県（3保健所）





http//www.hivkensa.com
にてダウンロードできます

受検者用パンフレット例



HIV迅速検査キット（ﾀﾞｲﾅｽｸﾘｰﾝHIV-1/2)HIV迅速検査キット（ﾀﾞｲﾅｽｸﾘｰﾝHIV-1/2)

保健所等におけるHIV即日検査ガイドライン
HIV検査体制の構築に関する研究班



•結果と確認検査の説明
•次回来所までの相談先案内
•不安についての相談

•結果受容の支援
•医療の説明と紹介
•当日と今後の相談

•ウインドウピリオド、
結果とリスクの説明

•予防の相談 1
週
間
程
度

陰性 陽性（要確認検査）

HIV迅速検査

確認検査

陰性 陽性

•ウインドウピリオド、
結果とリスクの説明

•予防の相談

即
日
検
査
日

確
認
検
査
説
明
日



P10

４． HIV即日検査業務の概要

説明
陽性→早期治療
陰性→予防

検査

P11



予防への働きかけのターゲット

危険度は低いが
とても心配

わかっているが
止められない

短時間相談で予防への働
きかけが有効なターゲット

精神保健の相談や
精神科を紹介

エイズNGOな
どの専門的相
談を紹介

低 検査の動機や心配での感染の危険度 高





www.cdc.gov/hiv/testing.htm



岡山市保
健所

ＨＩＶ＋ＳＴＩ検査

• 事前カウンセリング
• 採血

１週間

• 結果説明・リスク低減指導、アンケート



女性
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STD検査追加で受検者増
HIV・性感染症受検者数 岡山市保健所

大学祭イベント時のHIV即日検査実施（岡山）前年比受検者2.5倍（1日で46人
全員迅速検査希望、STI希望者は前年並み

女 10代144%男 30歳以上134%

20代205%

性感染症検査の
追加



岡山市　性感染症検査結果
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性感染症はかなり多い
HIV・性感染症検査受検者
岡山市 2002.6-2003.3.



クラミジア抗原陽性率
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ＨＩＶ/ＡＩＤＳの総合的対のモデル

知識→認識

ＨＩＶに感染し、
積極的に活動
している住民

意思
↓
実行

感染者

未
感染者

地域社会

指導者

宗教指導者

教員

親

若者

男／女

Vulnerable 
people

広報・教育

広報･教育

広報･教育

広報・教育

唱導

唱導

自発的
検査・相談

保健医療

基本的保健・栄養

日和見感染治療

在宅ケア

母子感染予防

抗ウイルス薬治療

ワクチン開発

心理的 S/ C

法的支援

社会的支援

霊的（宗教的）支援

経済的支援
ｼﾞｮｲｾﾌ 角井



http://www.ias.se/bangkok/start.aspx


高齢者への対策
情報提供
高齢者への影響評価



HIV/AIDS Prevention Activities
HIV/AIDS education in public parks with 
provision of condoms and gel

HIV/AIDS and MSM
information on Rainbow
Sky website

HIV/AIDS 
Prevention
Retreat





Empower
CSW向け支援を行う。
教育費援助や安全なsex手技教育など



AIDS/STI １０１
• 目標 HIV/AIDSについての基礎的知識を体系的に得た
人を増やす

• 方法 10-16人くらい参加するワークショップを定期
的に開催し重複しない参加者をコミュニティーに増やし
てゆく。質問の投げかけを契機にして、３－４人のグ
ループ内の話し合いの中で知識をまとめて発表を踏まえ
て、ファシリテータが確かにしてゆく。最長半日の内容
だが参加者の基礎知識によって一部省くこともできる。

• 項目
– AIDSの定義、伝播経路、HIV陰性・陽性の意味、HIVとSTIとの
関連、

• ファシリテートに関心のある人をコミュニティーから集
め、核となるグループを形成する。そのための養成研修
を行う。



メ
デ
ィ
ア
の
参
画



世界エイズデー イベント
岡山大学祭２００１

世界エイズデー イベント
岡山大学祭２００１

11月20日は岡山大学祭へ



カフェのようす 2005年



キルトづ
くりコー
ナー



メッセージ コーナー



検査・相談
コーナー





岡山市エイズデーイベント
岡山大学大学祭にて

エイズやSTDについて
ゆっくり話せるcafe

岡山市エイズデーイベント
岡山大学大学祭にて

エイズやSTDについて
ゆっくり話せるcafe

コンドームワーク



｢岡山における若者の活動｣

• Ａ２＝ＡＩＤＳ Ａ
ｃｔｉｖｉｓｔｓ

• ｢エイズに関して行動す
る人の集まり｣



2002年3月6日付 山陽新聞

• クレドビルなどで年2回caféの実施
• 学校でのエイズ・性感染症教育
• 大学祭エイズデーイベントへの協力



岡山市におけるHIV/STI出前講座
’03年14000名受講

小学校12、中学校23/32、高校9
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岡山における
STI/HIVへの取り組み

医療

• 岡山性感染症研究会 6月2日アークホテル

• 岡山HIV診療ネットワーク
• 医師会皮膚泌尿器部会によるSTD調査 年2回

• 岡大産婦人科・岡山県産婦人科医会STD調査
教育活動

• 性教育協議会
• HIVと人権・情報センター
• A2（エイツー） 6月11日 クレド

• 岡山Sexual＆reproductive Health研究会
（性感染症等相談や教育啓発）



後天性免疫不全症候群に対する
特定感染症予防指針平成１１年１０月
1. 原因の究明：動向調査強化、個別施策層施策、国際動向

2. 発生の予防および蔓延の防止：個別施策層、STI対策と
の連携、検査維持強化、検査時と医療相談の充実

3. 医療の提供：医療提供体制の確保、個別施策層、福祉
サービス拠点病院間の連携推進（連携会議、牛窓セミ
ナー）、感染者向けパンフレット

4. 研究開発の推進：サーベイランス、啓発

5. 国際的な連携

6. 人権の尊重：個人情報保護、差別、同意に基づく医療
愛育委員会活動との連携、イベント

7. 普及啓発及び教育：予防（出前講座、学校向けパンフ
レット配布、イベント）、患者・個別施策層、医療従事
者（医療・教育関係者研修会）、連携

8. 関係機関との新たな連携：省庁（教育委員会）、NGO
等、保健所の役割の強化



性感染症



STI（性感染症）

• STIは若者の生活習慣病
• STIは不妊の主な原因
• STIは子宮頸部がんの主な原因

国民的課題である

患者、市民に伝わっているか？



若者は性感染症を疑った時

どうしているのか？



性感染症(STI)受診と関連する要因に関する 質的調査

若年女性 16-18歳 2002年 岡山
促進要因

• 明確な症状、STDに罹患した友人の話
抑制要因

• 受診料の支払い
• 受診への不安：診察方法、医師、知人に会うこと
• 症状、知識不足
性感染症を疑った際の行動

• 明確な症状があっても「考えないようにした」な
どの「逃避」も見られた

• 相談相手は一人など少数



性感染症(STI)受診と関連する要因に関する 質的調査

若年男性16-19歳 2002年 岡山

• 性感染症に関する知識、認識は男性で少
ない。

男性

• 同年代女性より性感染症に関する知識・
認識・経験は少ない

• グループによって考えが大きく違う
• 友人間でも実用的な知識や対処について
ほとんど話し合われない

• 罹患経験のある友人からの影響が大きい



受診要因調査 日本 2002年



性感染症を疑った時どうしたか
日本 2002年

何もしなかった

28%

受診した

26%

聞いたり調べ

たりした

26%

薬を使った

4%

未選択

16%

症状があり疑った者の受診率 40%(38/94)

平均年齢 17.3歳 女性 N=194

受診は２６％
（51/194）



受診しなかったり理由は？
日本 2002年 受診した51を除く

143
その内治ると
思った
25%

親にばれるのが
怖かった
22%はずかしかった

12%

お金がかかる
9%

どこへ行けばい
いか分からない

8%

保険証が使えな
かった
1%

未選択
23%



性感染症罹患者の特徴は？



リスクの現状
過去１年間の膣性交時のコンドーム使用（N=158）

全く使わない

38%

使わない方

が多い

26%

半分使った

8%

使った方が

多い

12%

必ず使った

6%

不明

10%
• ６４％が膣性交
時にコンドーム
を使った時が半
分以下

• 一般市民における
49～56%と較べ
コンドーム使用率
が低い（HIV感染症の疫
学研究班 1999）



過去１年のＳＥＸの相手数
岡山 2001年

• 女性の60%はこの１年のsexの相手は一人
• 男性は女性より相手数が多い

25-34歳の値はＨＩＶ疫学研究班全国調査 １９９９
0% 20% 40% 60% 80% 100%

男　ＳＴＩ患者

男　25-34歳

女　ＳＴＩ患者

女　25-34歳

１人 ２人 ３人 ４人 ５人以上

N=158



過去の性感染症既往
岡山 2001年 N=158

• ３２％が今までにかかった事があった
• 男に多い

女

１年内

過去に

ない

不明

男

１年内

過去に
ない

不明



HIV検査受検 岡山 2001年 N=158

性感染症患者のHIV抗体検査歴

• うけたことがあり ：
15人（1年以内10人）, 9％

• 男 8% 5人
（1年以内2,不安になって１,献血時１）

• 女 11% 10人
（1年以内8,不安になって４,妊娠時４）



初めての経験が早くなっています
急激な変化に大人の理解が遅れがち
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１８歳 (n=224) 平均15.8歳

２３歳 (n=93)  平均17.7歳

２８歳 (n=24)  平均19.9歳

• 今28歳の女性
平均20歳

• 今23歳の女性
平均18歳

• 今18歳の女性
平均16歳

群馬県 家坂産婦人科 ３４１人のお答え



岡山市内婦人科医院
10代女性患者の避妊状況

上村先生提供（2002,5～9, n=３８６）

26 .4%

2 .1%

65 .5%

71 .5%

29 .1%

5 .4%

初診時 3ヵ月後

コンドーム

ピル

避妊せず



岡山の女子中高校生の性行為経験率
市内A婦人科医院メール調査（上村先生

提供）
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クラミジア 受診・診断

• 日本公衆衛生学会200３
• クラミジア罹患率調査
早朝尿のPCR検査 学生1325名
内性交渉経験のある719名

• 男性 ７％（20/280）

• 女性 ９％（41/439）
• 補足罹患率の男女差は、受診差の寄与が大？

宮崎医科大学 今井博久ら



１０代で増加する人 工 妊 娠 中 絶
（1960年を100とした場合）
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岡山で高い人工妊娠中絶率
（全女性および15-20歳女性人口千当り）
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子宮頸ガン死亡率が若年から上昇 日本

HPV感染が増加？ 死亡が増加？ 診断・報告が増加？

出生コホート別子宮頚癌死亡率（３コホート年移動平均）
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若年化している子宮頸部がんの罹患

1998年

1980年子宮がん死亡 岡山市
2002年21名:30歳代2名
2001年24名:40代2名
2000年22名:20代1、30代1名

2005年度から子宮ガン検診対象者が20歳からに（国指針）



罹患率（６疾患合計）の推計１０万人・年対
岡山市
（６２万）

2001年2月

長野県大町
市等（６．７
万）2001年2月

島根県益田市等
調査（７．５万）
2001年10～12月

施設回
収率

86%(118/135) 89%(8/9)

319(10)

242(8)

278(18)

100％(13/13)

男 670.4(193人) 213(14)

女 397.3(122人) 121(9)

計 529.4(315人) 164(23)

淋菌感染症、性器クラミジア感染症、尖形コンジローム、
性器ヘルペスウイルス感染症、非淋菌性尿道炎、梅毒



推定性感染症患者数 2001年

岡山市における年間性感染症患者診断数
2，616名

315×0.797（市内の割合）×52.1/5（調査期間）

岡山市における推定年間性感染症患者数

3.3人／100人(15-29歳)

受診率４０％として上記2，616名×1/0.4=6540名
10,20歳代の割合を岡山県サーベイランス（‘01）から68.6%
と推定し、15-29歳人口で割った



淋菌感染症定点(17)あたり報告数
岡山県3ヶ月移動平均1999.4-2003.7.

淋菌感染症定点あたり報告数　岡山県　女
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出前講座 利用校・人数 岡山市
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小学校中学校高等学校
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性感染症　定点あたりの報告年次推移（岡山県）
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岡山県 月別報告数
平成15年、16年平均
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出前講座 利用校・人数 岡山市
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区分別実施時間
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岡山市（保健所）として伝え
ていただきたいこと

• エイズ・性感染症ホットライン
• エイズ・性感染症の相談と検査
• 思春期相談電話



STI（性感染症）

性行動の活発・若年化
と同時に
•受診しない人
•懲りない人
•防げない人

なぜ？



若 年 出 産

実像 問題点

望まない出産
中絶の機会を逸失

社会的立場の不安定
非婚/駆け込み婚/学業の中断

自己実現としての出産
自尊感情欠落の癒し

家庭願望
結婚・家族への過大な期待

生活・経済能力の未熟性
乳幼児虐待

産科管理の困難

若年妊娠の再生産
家坂による



HIV感染症の疫学・検査・MSM
介入合同発表会 2005.3.

全国PTA連合会による
高校生1万人調査

京都大学 木原雅子ら









性行動の若年化・活発化に
医療・教育・情報が追いついていない

若年者向け生活習慣病対策が必要
・保健教育

・生活習慣病としての性感染症治療・指導

・マスメディア情報



医師によるSTI患者への指導
2001 岡山

2694

1456

588

1826

0% 100%

ＨＩＶ検査

コンドーム使用

2,694名の性感染症患
者に指導できる

1,456名の性感染症患者に
指導できる

未指導 指導





事件は現場で起こっている

健康は地域で作られる

一人一人の日々の生活の中で
つくられる



Thank you！
「効果的な感染症発生動向調査のための国および県の発生
動向調査の方法論の開発に関する研究」岡山大学大学院

泌尿器科講座 公文裕巳、津川昌也

医学部保健学科 長宗典代、犬飼昌子

滋賀県立大学看護短期大学部 柴辻里香

「ＨＩＶスクリーニング検査に関する研究 」

ウイメンズクリニック上村 上村茂仁

いえさか産婦人科医院 家坂清子

立命館大学 中谷友樹

岡山県健康対策課
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